
ほけんだより 

 
                                               
 
 
    
      

スポーツの秋、読書の秋、芸術の秋、、。秋は過ごしやすい気候です。 

      いろいろなことにチャレンジしたいですね！そしてなんといっても 

      食欲の秋！秋には栄養豊富な食べ物がたくさんあります。 

      旬のものを色々食べて、風邪をひきにくい体づくりをしましょう。 

 

 

      

       

この時期は花粉や気圧の変動などで喘息症状や、咳症状が出やすいです。 

咳が続いたときどう過ごせばよいのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

美木多いっちん保育園 

10 月号 

今月の保健行事 

10/13 身体計測 

流行している感染症（9 月中） 

RS ウィルス１歳児１人、２歳児３人、３歳児 4 人、 

４歳児２人 5 歳児 2 人  

ヘルパンギーナ 3 歳児１人 5 歳児１人 

溶連菌 ３歳児１人、４歳児 1 人 

いずれの感染症も症状の主体は、 

発熱です。 

RS は ＋咳、鼻水 

溶連菌は ＋のどの赤み、痛み、頭痛 

抗生物質の内服が必要です。 

 

ヘルパンギーナは ＋のどに 

ブツブツができて食べにくさが 

出ます。 



目の日 

涙の役割 

ビタミン A→目の粘膜を強くする 
 
（にんじん・ほうれんそう・かぼちゃなどの緑黄色野菜） 
 
ビタミン B 群→目の神経の働きを助ける 
 
（B1 豚肉・サバ・玄米・レンコン B2 レバー・納豆・卵・のり） 
 
ビタミン C→目の健康を保つ 
 
（柿・小松菜・ブロッコリー・じゃがいも・さつまいも・大根） 

涙には、様々な役割があり、瞬きによって出てきます。 
 
◎目の表面（角膜）の乾燥を防ぎ、傷の治りを早める 
 
◎細菌やアレルギー物質を洗い流す 
 
◎目の表面に酸素や栄養を運ぶ 

10 月 10 日は目の日です。 
 
目によいとされている食べ物を紹介します。 ●目によい栄養 ABC● 

・テレビや絵本に近付いて見る 

・明るい戸外でまぶしがる 

・目を細めて見る 

・上目遣いに物を見る 

・目つきが悪い、目が寄っている 

・見る時に首を曲げたり、 

頭を傾けたりする 

子どもの目は毎日発達していて、 

両目の視力機能は６歳頃にほぼ完成す

ると言われています。 

その後に視力が低下するのは、 

幼い頃の姿勢や体の動かし方が関係し

ているそうです。 

自然の中で十分に遊ばせ、外の景色を

たくさん見せることでお子さまの視力

を育てていきましょう。 

こんな⾒⽅は危険信号！ 

このような症状が見られると 

斜視や弱視の可能性が考えられます。

子どもは視力が悪いことを自覚できな

いため、上記のような症状がないか 

普段から気にかけて見るように 

してください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育園では、3.4.5 歳児の時に視力検査をします。簡易な検査ですが、 

見えにくいのでは？と感じた園児さんの保護者様にはお伝えするようにしています。 

早く視力低下を発見し治療したほうが成果が上がりますのでご家庭でも、 

上記の様子観察を心がけてください。                                       


